
氏名 岡田　健

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・博物館資料論
・博物館教育論

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

博物館委員会委員
総合研究所委員会委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・多摩美術大学美術館博物館実習講座非常勤講師
・東京藝術大学大学院美術研究科非常勤講師/博士後期課程博士論文指導（副査）

・東京都文化財保護審議会委員（文化財防災担当）
・法隆寺金堂壁画保存活用委員会ワーキンググループ美術史班
・独立行政法人国立文化財機構文化財防災センター客員研究員
・独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所客員研究員

1987年3月　東京藝術大学大学院美術研究科博士後期課程中退

芸術学修士

文化財学、美術史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

受託研究「平泉の彼岸と此岸の造形に係る比較研究」
委託先：岩手県
研究の目的：平泉の仏教的理想空間の造営について、東アジア、北アジア及び日本における仏
教芸術(絵画・彫刻等)の資料から、「彼岸」・「此岸」の表象についての解読を行い、平泉において
浄土思想に基づいた「彼岸」・「此岸」が表現されていることを確認すること。
研究期間：令和2年度～令和6年度

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

美術史学会、文化財保存修復学会、文化財科学会

文化遺産論、文化財防災、美術史

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・美術工芸史学特論（三）
・美術工芸史学特論（五）
・文化財史料学特殊講義（一）
・文化財史料学特殊講義（二）

授業科目

学部担当科目

・文化財修復学
・美術史特殊講義（三）
・美術史特殊講義（五）
・博物館教育論
・博物館実習Ⅰ
・博物館実習Ⅱ
・博物館実習Ⅲ



単著

2022年11月

2022 INNOVATIVE
TECHNOLOGY AND
APPLICATION OF
ARCHITECTURAL
CULTURAL
HERITAGE
PROTECTION
WEBINAR
(ITAACHP)/中国・西
南民族大学建築学院
（web参加）

日本学術会議・公開シ
ンポジウム　「文化財保
護に未来はあるか－日
本の文化財のこれから
を考える－」

令和4年度「第3回平泉
学フォーラム」（主催：
岩手県、岩手大学）

2022年12月

朝日新聞　11月17日
夕刊

絲綢之路　2023年新
春号

2022年11月

2023年1月

「世界遺産平泉」保存
活用推進実行委員会

2023年4月

文化財防災の観点から平泉の立地環
境について（なぜ藤原氏はこの場所を
選んだのかというテーマについて）考え
た。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

奈良県の自然地理的環境を例として文
化遺産の立地条件に関する研究の成
果を発表した。

日本学術会議史学委員会「文化財の
保護と活用に関する分科会」の要請に
より、平成30年の文化財保護法改正に
よって示された文化財の防災にあり方
について報告した。

①(研究報告）平泉の彼岸と此
岸の造形に係る比較研究（その
三）防災の観点から見る平泉の
景観

法隆寺金堂壁画（焼損壁画収蔵庫）の
一般公開に合わせて実施された4人の
研究者によるリレー解説。

文化財の活用が言われるなか、文化財
は研究を進めてこそ保存と活用の両方
が実現することを述べた。

文化財防災の観点から平泉の立地環
境について（なぜ藤原氏はこの場所を
選んだのかというテーマについて）考察
の成果を発表した。

（学会発表）

2023年2月

①（解説）金堂壁画十二面　②
４～６号壁

（その他）

②（エッセイ）文化財学のススメ

②平成30年の文化財保護法改
正が示す文化財防災の方向

①立地環境からみた文化遺産
防災

③平泉の彼岸と此岸の造形に
係る比較研究（その三）防災の
観点から見る平泉の景観


